
































課題だとされていた（杉原 2005）． 図 １　調査位置図































易に河原に下りられる場所を選択して，2014 年 4 月か
ら 11 月の間に，筆者 1 名で実施した（図 2）．調査地点
では黒曜石礫を採集し，室内で大きさ（長径），重量，
円磨度の計測を行った．記載した黒曜石礫は，大きいも
のから 10 ～ 14 点を選択し，際立って小さいものは除外


























KO‒1　小深沢上：　12 点あり，長径 54.3㎜，重量 82.3
ｇの超角礫が最大で，平均長径は 34.8㎜，平均重
量 26.2g で，円磨度は２が 1 点あるほかはすべて
１であり，平均 1.08 である．　




W‒1　東餅屋下：　10 点あり，長径 67.2㎜，重量 112.4
ｇの角礫が最大で，平均長径は 50.0㎜，平均重量




重量 15.2g で，円磨度は 2 から 1 のものがあり，
平均 1.65 である．　
W‒3　広原上：　9 点あり，長径 87.3㎜，重量 144.3g
の角礫が最大で，平均長径は 49.8㎜，平均重量
36.5g で，円磨度は 2 から 1 のものがあり，平均 1.44
である．衝撃痕がある．
W‒4　広原西：　8 点あり，長径 63.5㎜，重量 142.3g の
亜角礫が最大で，平均長径は 60.1㎜，平均重量
78.2g で，円磨度は 3 から 2 のものがあり，平均 2.25
である．衝撃痕があるものが少しある．
W‒5　広原下：　2 点あり，長径 63.6㎜，重量 82.7g の
角礫が最大で，平均長径は 63.0㎜，平均重量 74.5









W‒8　接待上：　11 点あり，長径 59.8㎜，重量 115.2g
の亜円礫が最大で，平均長径は 48.1㎜，平均重量
51.8g で，円磨度は 4.5 から２のものがあり，平
均 2.95 である．





量 227.5g の亜円礫が最大で，平均長径は 49.3㎜，
平均重量 59.4g で，円磨度は 4.5 から３のものが
主で，2 を含み，平均 3.61 である．衝撃痕がある．
W‒11　唐沢上：　12 点あり，長径 42.4㎜，重量 35.3g
の円礫が最大で，平均長径は 34.0㎜，平均重量
15.2g で，円磨度は 5 から 2 のものがあり，平均 3.00
である．衝撃痕がある．




W‒13　荒井：　11 点あり，長径 32.6㎜，重量 24.8g の
円礫が最大で，平均長径は 25.5㎜，平均重量 8.7
ｇで，円磨度は５から 3 のものがあり，平均 3.91
である．衝撃痕がある．
W‒14　鍛冶足：　11 点あり，長径 35.5㎜，重量 19.5g
の亜円礫が最大で，平均長径は 26.5㎜，平均重量
7.6g で，円磨度は５から 3 のものがあり，平均 4.23
である．衝撃痕がある．
W‒15　下和田：　2 点あり，長径 35.5㎜，重量 25.7g の
超円礫が最大で，平均長径は 25.6㎜，平均重量
13.6g で，円磨度は 6 と 4 で，平均 5.00 である．
衝撃痕がある．
TA‒1　鷹山下：　10 点あり，長径 84.7㎜，重量 219.7
ｇの角礫が最大で，平均長径は 44.3㎜，平均重量
56.1g で，円磨度は 4 から 2 のものがあり平均 2.70
である．
TA‒2　鷹山 / 追分：　10 点あり，長径 76.7㎜，重量
131.3g の角礫が最大で，平均長径は 37.9㎜，平均
重量 26.9g で，円磨度は 4 から 2 のものが主で，
5 を含み，平均 2.90 である．
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TA‒3　追分上：　8 点あり，長径 36.9㎜，重量 56.2g の
亜角礫が最大で，平均長径は 36.0㎜，平均重量
29.7g で，円磨度は 4 から 2 のものがあり平均 3.13
である．
TA‒4　追分：　10 点あり，長径 33.8㎜，重量 19.3g の
円礫が最大で，平均長径は 25.1㎜，平均重量 8.5
ｇで，円磨度は 5 から 2 のものがあり平均 3.10
である．
D‒1　小茂谷上：　5 点あり，長径 27.3㎜，重量 13.3g
の亜角礫が最大で，平均長径は 16.8㎜，平均重量
3.6g で，円磨度は 3 から 2 のものがあり平均 2.80
である．
D‒2　小茂谷：　10 点あり，長径 14.8㎜，重量 1.1g の
亜円礫が最大で，平均長径は 12.1㎜，平均重量 1.0
ｇで，円磨度は 4 から２のものがあり平均 3.20
である．
D‒3　入大門：　6 点あり，長径 23.3㎜，重量 7.8g の亜
角礫が最大で，平均長径は 14.3㎜，平均重量 2.2
ｇで，円磨度は 4 から 2 のものがあり平均 3.00
である．
D‒4　下立岩：　4 点あり，長径 11.4㎜，重量 1.1g の亜
角礫が最大で，平均長径は 9.8㎜，平均重量 0.8
ｇで，円磨度は 3 から 2 のものがあり平均 2.75
である．
W‒16　下立岩：　3 点あり，長径 9.4㎜，重量 0.5g の
亜角礫が最大で，平均長径は 7.7㎜，平均重量 2.3








番号 地　点　名 点数 平均長軸（㎜） 最大粒径（㎜） 平均円磨度 平均重量（g） 衝撃痕
KO‒1 小 深 沢 上 12 34.8 53.3 1.08 26.2
KO‒2 小 深 沢 下 11 46.8 66.2 1.00 39.1
W‒1 東 餅 屋 下 10 50.0 72.7 1.65 39.0
W‒2 グ ラ ウ ン ド 東 13 40.3 47.6 1.69 15.2
W‒3 広 原 入 口 9 49.8 87.3 1.44 36.5 有
W‒4 広 原 西 8 60.1 63.5 2.25 78.2 少し有
W‒5 広 原 下 2 63.0 63.6 2.00 74.5
W‒6 中 山 道 看 板 下 5 90.5 148.1 2.80 599.6 有
W‒7 殉 職 地 下 14 69.1 114.7 2.79 160.5 有
W‒8 接 待 上 11 48.1 59.8 2.95 51.8
W‒9 接 待 下 12 62.8 96.4 3.21 104.6 有
W‒10 男女倉川合流点 14 49.3 74.7 3.61 59.4 有
W‒11 唐 沢 上 12 34.0 59.5 3.00 15.2 有
W‒12 唐 沢 下 14 32.3 46.1 3.93 14.4 有
W‒13 荒 井 11 25.5 32.6 3.91 8.74 有
W‒14 鍛 冶 足 11 26.5 35.5 4.23 7.56 有
W‒15 下 和 田 2 25.6 35.5 5.00 13.6 有
W‒16 下 立 岩 3 7.67 9.4 2.33 2.3
番号 地　点　名 点数 平均長径（㎜） 最大粒径（㎜） 平均円磨度 平均重量（g） 衝撃痕
TA‒1 鷹 山 下 10 44.3 84.7 2.70 56.1
TA‒2 鷹 山 / 追 分 10 37.9 76.7 2.90 26.9
TA‒3 追 分 上 8 36 36.9 3.13 29.7
TA‒4 追 分 10 25.1 33.8 3.10 8.5
D‒1 小 茂 谷 上 5 16.8 27.3 2.80 3.6
D‒2 小 茂 谷 上 5 12.1 14.8 3.20 1.0
D‒3 入 大 門 6 14.3 23.3 3.00 2.2


















































































最大礫径が 40㎜以上あるのは，TA‒1 と TA‒2 の上流























流の岐阜県美濃加茂市付近でも最大径 60 ～ 90㎜の礫が











































































Pettijohn, F.J.,　Potter,P.E. and Siever, R. 1972  Sand and 























Size and shape distributions of obsidian gravels along the 




With the aim to analyze the spatial variation in size and shape, I collected obsidian gravels from the Wada River and 
the Takayama-Daimon River at Nagawa in Nagano, central Japan. Obsidian gravels larger than 4 cm in the major axis, 
suitable for stone tool production, were found to a downstream point 5 km away from the obsidian source along the Wada 
River. On the contrary, obsidian gravels larger than 4cm in the major axis were distributed to a downstream point only 1.5 
km away from the obsidian source. Rounded obsidian gravels were found only along the Wada River. These features of 
obsidian gravels from the Wada and the Takayama-Daimon rivers could give us some insights into the source of obsidian 
implements.
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